




BD オートシールド デュオ™
両端自動カバーによる針刺し損傷防止機構付きペン型注入器用注射針

使 用 手 順

ご使用前にお読みください

BD オートシールド オンラインご利用ガイドムービーはこちら
http://www.bdj.co.jp/s/autoshield-t/

針の取り付けと注射の準備
１ 2 針ケースを外します注入器に針を装着します 3 空打ちをします 4 投与量を設定します

シールド

薬液の注入と針の廃棄

保護シール スリーブ 内シールド

針先

外シールド

針ケース

後針 後針カバー

5 6 薬液を注入します��°の角度で穿刺します 7 針を抜きます
親指は注入まで
触れない！

スリーブ

ロック

8 スリーブを持って針を外します

ロック
9 針は速やかに耐貫通性

廃棄容器に廃棄します

まっすぐ奥まで差し込み、止ま
るまで時計回りにまわしてくだ
さい。

針ケースをまっすぐ引っ張っ
て外してください。

シールド内の針先から薬液が
出ることを確認してください。

ペン型注入器の取扱説明書に
従ってペン型注入器のダイヤ
ルをまわしてください。

本品及び使用するペン型注入器の添付文書及び取扱
説明書、使用する医薬品の添付文書（注意事項等情
報）をよく読んでお使いください。
注射に際しては皮下注射に適した部位を選んでくだ
さい。
シールド及び後針カバーに触れないでください。手指
に怪我をする原因となります。
万一、安全機構が作動しなかった場合、または使用の
中断等の理由により安全機構が作動していない本品を
注入器から取り外す場合は、針に触れないよう注意し
て取り外し、速やかに耐貫通性廃棄容器に廃棄してく
ださい。この場合、誤って自分や他の人を針で傷つけな
いように十分注意してください。

スリーブの縁が皮膚に接する
まで一気に挿入してください。
シールドがスリーブ内に入る
と、カチッと鳴ります。

穿刺後、内シールド及び外シ
ールドが戻らないよう、一定の
力を保ち、薬液を注入してくだ
さい。

内シールドが自動的にスライ
ドし、赤いラインが現れてロッ
クします。

オレンジの後針カバーが自動的にスライ
ドし、ロックします。



BD-eDial@bd.com 
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BD オートシールド デュオ™
両端自動カバーによる針刺し損傷防止機構付きペン型注入器用注射針

こんな時、ご注意ください
1
注射前の準備時

注射前に再度針ケースを
かぶせないでください。

3
皮膚にシワ、
たるみ等がある場合

2
皮膚のつまみ上げを
する場合

4
注射後、
皮膚表面に薬液が
付着した場合

販売名 BD オートシールド
医療機器承認番号 �����BZX��������
針サイズ ��G(�.�mm)×�mm
カタログ番号 ������
包装単位 ���本入/箱

BD オートシールド デュオ™
両端自動カバーによる針刺し損傷防止機構付き
ペン型注入器用注射針

��-���-��

リキャップすると外シールドに針ケースがあたっ
てロックがかかるおそれがあります。使用前、使用
後ともに先端のシールドは触らないようにしてく
ださい。

斜めに穿刺したり、皮膚をつまんでいる指に
向けて穿刺しないでください。

穿刺時にスリーブの縁が皮膚に接しているか
確認が必要です。

注射後、皮膚表面に薬液が残る場合、薬液が注
射できずに漏れたのではないかと心配される
ケースがあります。これは、空打ちの際、透明
シールド内に付着した薬液が皮膚表面に残った
ためで、薬液漏れではありません。

皮下組織が薄く筋肉注射になるおそれがあ
る場合、つまみ上げを行ってください。
つまみ上げた幅は�cm以上になるようにし
てください。

皮膚のシワ、たるみ等の理由によって、穿刺
中に本製品と皮膚の境界が見えなくなるお
それがある場合、皮膚を伸展させて穿刺し
てください。


